
ご挨拶 
 

2011 年に第 1 回が開催された Sendai Conference ですが、今回で第 12 回になります
Sendai Conference 2025 を開催することができ、関係各位に感謝申し上げます。この 14年
間で MS やNMOSDを取り巻く環境は劇的に変化しており、新薬も沢山登場してきていま
す。我々は病態に即した治療を施すことで疾患の根治を目指していますが、まだまだゴール
は先にあり、世界中の研究者や企業と力を合わせて開発を進めていく必要があり、この
Sendai Conference の役割はけして小さくはないと思います。 

Sendai Conference は当初東北大学脳神経内科が主催しておりましたが、収支の透明化、
スポンサー企業との関りの適正化などを考え、2019 年に NPO 法人日本多発性硬化症ネッ
トワークを設立し、同法人主催の企画として続けて参りました。今回も中外製薬株式会社、
ノバルティスファーマ株式会社、バイオジェン・ジャパン株式会社、アレクシオンファーマ
合同会社、田辺三菱製薬株式会社の 5 社に共催セミナーを実施いただき、それぞれのセミ
ナーで海外エキスパートを招聘いただく予定です。 

Sendai Conference の目的は、海外のエキスパートの先生方との交流にあります。プログ
ラムは時間的余裕を持たせることで質疑応答が十分可能になるように配慮していますし、
会の終了後には懇親会の場も用意いたします。ぜひともこの機会に海外エキスパートとの
親睦を深め、共同研究のきっかけを作っていただければ幸甚に存じます。ふるって演題登録
をいただきますようお願いいたします。 
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